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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月20日(2010.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商用の交流電源を直流に変換する整流回路と、この整流回路からの直流電力を蓄積する
電力蓄積手段と、この電力蓄積手段からの直流電力を交流電力に変換するインバータ回路
と、このインバータ回路からの交流電力を高圧の直流電力に変換する高電圧発生装置と、
この高電圧発生装置からの直流高電圧が印加されるＸ線管球と、を備えるエネルギー蓄積
型の医用Ｘ線高電圧装置であって、
　前記Ｘ線管球から照射されるＸ線を制御するための制御信号を前記インバータ回路に出
力するＸ線制御手段と、
　Ｘ線撮影の条件を設定すると共に、設定された撮影条件を前記Ｘ線制御手段に出力する
Ｘ線条件設定手段と、
　前記電力蓄積手段の充電量を検出するための充電量検出手段と、
　前記充電量検出手段から出力される検出信号に基づいて撮影の可否についての判定をお
こなう判定手段と、
　前記判定手段からの判定結果を判定情報として報知するための判定報知手段と、を備え
ることを特徴とする医用Ｘ線高電圧装置。
【請求項２】
　前記判定手段は、前記Ｘ線条件設定手段によって設定されたＸ線撮影の条件での撮影の
可否について判定することを特徴とする請求項１に記載の医用Ｘ線高電圧装置。
【請求項３】
　前記判定手段は、前記充電量検出手段によって検出される充電量で撮影が可能となるＸ
線撮影の条件を判定することを特徴とする請求項１に記載の医用Ｘ線高電圧装置。
【請求項４】
　前記判定報知手段は、視覚又は聴覚の少なくとの一方で感知できる判定情報を報知する
ことを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の医用Ｘ線高電圧装置。
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